
平
成
二
十
三
年
十
一
月
九
日
提
出

質

問

第

三

七

号

二
〇
一
〇
年
六
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
新
成
長
戦
略
で
言
及
さ
れ
て
い
る
「
質
の
高
い
経
済
連
携
」
に
関
す
る

質
問
主
意
書

提

出

者

浅

野

貴

博
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二
〇
一
〇
年
六
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
新
成
長
戦
略
で
言
及
さ
れ
て
い
る
「
質
の
高
い
経
済
連
携
」
に
関
す
る

質
問
主
意
書

昨
年
六
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
新
成
長
戦
略
の
第
三
章
「
七
つ
の
戦
略
分
野
の
基
本
方
針
と
目
標
と
す
る
成
果
」
の
「
十
�

ア
ジ
ア
太
平
洋
自
由
貿
易
圏
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
）
の
構
築
を
通
じ
た
経
済
連
携
戦
略
」
の
中
で
、

「
上
記
基
本
方
針
を
踏
ま
え
て
、
国
内
産
業
と
の
共
生
を
目
指
し
つ
つ
、
関
税
な
ど
の
貿
易
上
の
措
置
や
非
関
税
措
置
（
投

資
規
制
、
国
際
的
な
人
の
移
動
に
関
す
る
制
限
等
を
含
む
）
の
見
直
し
な
ど
、
質
の
高
い
経
済
連
携
を
加
速
す
る
と
と
も
に
、

国
内
制
度
改
革
等
を
一
体
的
に
推
進
す
る
。
」

と
の
記
述
が
あ
る
。
右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

「
質
の
高
い
経
済
連
携
」
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
経
済
連
携
を
指
す
の
か
。
例
え
ば
、
平
均
関
税
率
が
具
体
的
に
い

く
ら
以
下
に
な
り
、
ま
た
非
関
税
措
置
は
ど
こ
ま
で
撤
廃
さ
れ
れ
ば
そ
れ
に
該
当
す
る
の
か
等
、
明
確
な
基
準
に
基
づ
い
た

政
府
に
よ
る
定
義
を
示
さ
れ
た
い
。

二

我
が
国
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
十
三
か
国
の
国
・
地
域
と
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
を
締
結
、
署
名
し
て
き
て
い
る
と
承

知
す
る
。
こ
れ
ら
二
国
間
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
、
「
質
の
高
い
経
済
連
携
」
に
該
当
す
る
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。一



三

昨
年
十
月
一
日
、
当
時
の
菅
�
人
内
閣
総
理
大
臣
が
第
一
七
六
回
臨
時
国
会
で
の
所
信
表
明
演
説
に
お
い
て
、
環
太
平
洋

経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
に
つ
い
て
言
及
し
、
以
後
、
政
府
と
し
て
そ
れ
に
関
す
る
交
渉
、
そ
し
て
将
来
的
に
は
そ
の
枠

組
み
へ
の
参
加
を
目
指
し
て
い
る
と
承
知
す
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
「
質
の
高
い
経
済
連
携
」
に
該
当
す
る
か
。
政
府
の
見
解
如

何
。

右
質
問
す
る
。

二


